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川越市企業版ふるさと納税人材派遣型の活用
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１ 川越市の紹介



１ 川越市の紹介

➢ 埼玉県南西部の中核市

➢ 面積109.13㎢

➢ 人口約35万人

2022年12月、市制施行100周年
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①制度概要

出典：内閣官房・内閣府総合サイト
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①制度概要

出典：内閣官房・内閣府総合サイト
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②活用の経緯

時期 地域再生計画の名称活用制度

H28.8.30
川越力を活かした魅力アップ事業

～来て、観て、つながる川越プロジェクト～

地方創生
推進交付金

R2.3.31
【変更】川越力を活かした魅力アップ事業
～来て、観て、つながる川越プロジェクト～

地方創生推進交付金

企業版ふるさと納税

H28.8.30 就業・創業支援による地域の活力アップ事業
地方創生
推進交付金

R3.3.31 第２期川越市まち・ひと・しごと創生推進計画企業版ふるさと納税
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◼ 国や民間企業が実施する制度説明会等への参加

他自治体の事例や、民間企業の情報を収集

◼ PRチラシ・市ホームページの作成

職員の内製で作成

◼ マッチング会への参加

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム「企業版ふるさと納税分科会」
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②活用の経緯



◼ ＰＲチラシ・市ホームページの作成

寄附募集事業

・グリーンツーリズム整備推進

・旧川越織物市場活用推進

・食環境づくり推進事業

・歴史的建造物・再生利活用

マネジメントサイクルの構築
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②活用の経緯
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②活用の経緯

◼ 国や民間企業が実施する制度説明会等への参加

他自治体の事例や、民間企業の情報を収集

◼ PRチラシ・市ホームページの作成

職員の内製で作成

◼ マッチング会への参加

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム「企業版ふるさと納税分科会」



◼ マッチング会への参加

令和３年10月13日 第14・15回分科会

➢ 参加の動機

・チラシとHPの作成後、PR手法に困って

いた中、PRの機会があった！

・事業担当者とともにPR

➢ 結果、、、

14

②活用の経緯
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◼ 寄附を集めるために参加したマッチング会がきっかけに

➢ 派遣元：第一生命保険株式会社

➢ 従事事業：グリーンツーリズム整備推進事業

➢ 期間：令和４年10月1日から令和7年3月31日（２年半）

➢ 任用形態：任期付職員

➢ 人数：１名
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③受入れに当たって



2021年10月 企業版ふるさと納税分科会マッチング会

2022年2月10日 包括連携協定を締結

2022年3月～6月 職務内容・人材イメージの調整

2022年7月 採用面接試験

2022年9月30日 企業版ふるさと納税（人材派遣
型）を活用した人事交流協定締結式実施

2022年10月1日 人材派遣

2022年1１月17日 感謝状贈呈式実施

受入に向けたスケジュール

１【職務内容、人材イメージの調整】
人材派遣型の打診後、総合戦略担
当部門、事業担当課、定員管理部
門、採用部門で実施

３【協定書案の調整】
職務内容等の調整後、総
合戦略担当部門、法務
部門、採用部門で実施

2022年9月29日 人件費の補正予算議決

２【方針決裁】
包括連携協定締結後に
市長決裁

４【人件費予算の調整】
人材調整と並行して総合戦略担当
部門、予算部門、人事部門で実施

派遣元企業との調整 庁内の調整
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③受入れに当たって



◼ 民間企業から、国や自治体へ派遣されたことがある方
へのヒアリング

◼何かあったら相談できる体制づくり

◼派遣者の新入職員研修への参加
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③受入れに当たって
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◼想定業務

◼具体的な担当業務

◼ 想定外の広がり

３ 活用から１年を経て
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①市内の農業や観光に関する情報の収集・発信

②農業体験を主としたソフトの充実

③中心市街地の観光との連携など新たな川越観光の創出

④「農のある生活」による川越でのライフスタイルの提案

想定業務

３ 活用から１年を経て



① 「農のある生活」を楽しみ、都市農業の魅力を知ることができる「知的レクリエーション」をコン
セプトとする農業や食の体験コンテンツの開発、実施

② 時間的広がりのある「農のある生活」を提供するための、キャンプスペースのコンセプト設計等
に係る調査の実施

③ 多様な働き方の受け皿として、主業＋αとしての農業を展開するモデルを構築するため、農
業体験のインストラクター人材の発掘、確保、育成、定着の取組の実施

④ 「農のある生活」を楽しみ、都市農業の魅力を知ることができる場や個々のコンテンツの認知
度向上のためのプロモーションの実施

⑤ 農業の持続可能性をひろげる研修の実施

（労働環境改善・生産性向上のためのスマート農業、脱炭素や生物多様性に資する有機農法や環境保全型農
業の普及促進のため、座学、実践双方を含む研修を展開する）
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３ 活用から１年を経て
～デジタル田園都市国家構想交付金～ 「農のある生活」を契機とした地域経済活性化及び農業振興事業
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活用から１年を経て
これまでの業務 ～①市内の農業や観光に関する情報の収集・発信～
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活用から１年を経て
これまでの業務 ～②農業体験を主としたソフトの充実～
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活用から１年を経て
これまでの業務 ～③中心市街地の観光との連携など新たな川越観光の創出～

観光課と川越の観光をＰＲ
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活用から１年を経て
これまでの業務 ～④「農のある生活」による川越でのライフスタイルの提案～

旅行会社との商談会でのグリーンツーリズムのＰＲ

「わくわくグリーンツーリズム通信」での発信
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活用から１年を経て
想定以上の広がり ～よってけ市、事業ＰＲ講座～



ご清聴ありがとうございました
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